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お しらせピックアップ「袋井市自殺対策計画」を策定しました
自殺を取り巻く社会情勢の変化や、国や県の動向を踏まえ、自殺対策を「生きることの包括的な支援」とし

て、総合的かつ効果的に促進することを目的に、「袋井市自殺対策計画」（2019～2022年度）を策定しました。�

問健康づくり課健康企画室　TEL84-6127

自
殺
対
策
に
つ
い
て
の
基
本
認
識

　
自
殺
対
策
を
進
め
る
に
は
、
自
殺
に
つ
い
て
正

し
い
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
自
殺
は
個
人
の
問
題
で
な
く
、
そ
の
多
く
が
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る「
社
会
的
な
問
題
」で
す
。

自
殺
の
動
機
は
決
し
て
一
つ
で
は
な
く
、
平
均
4

つ
の
要
因（
問
題
）が
連
鎖
し
、
自
殺
が
生
じ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。（「
自
殺
実
態
白
書
2
0
1
3

（
N
P
O
法
人
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
）」）

�

　
過
労
や
生
活
困
窮
、
育
児
・
介
護
疲
れ
、
い
じ

め
、
孤
立
等
の「
生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因（
自
殺

の
リ
ス
ク
要
因
）」を
減
ら
し
、
誰
か
の
役
に
立
ち

た
い
・
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
満
足
感
や
信

頼
で
き
る
人
間
関
係
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
や

生
き
が
い
等
の「
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因（
自
殺

に
対
す
る
保
護
要
因
）」を
増
や
し
、
社
会
全
体
の

自
殺
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
不
眠
や

原
因
不
明
の
体
調
不
良
等
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し

て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。
悩
み
を
抱
え
る
人

の
サ
イ
ン
に
気
付
い
た

ら
、
自
分
に
で
き
る
声
掛

け
を
し
、
み
ん
な
で
支
え

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
殺
の
現
状

　
全
国
的
に
自
殺
者
が
平
成
10
年
に
急
増
し
、
年

間
3
万
人
超
と
高
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

22
年
以
降
減
少
し
、
平
成
27
年
に
は
平
成
10
年
以

前
の
水
準
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
間
2
万

人
以
上
が
自
殺
で
命
を
失
っ
て
お
り
、
非
常
事
態

は
未
だ
続
い
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
自
殺
者
数
は
、
1
9
9
5
年（
平
成
7

年
）
以
降
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

2
0
1
4
年（
平
成
26
年
）の
24
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
に
転
じ
、
2
0
1
6
年（
平
成
28
年
）に
は
11
人

と
、
大
幅
に
減
少
し
た
も
の
の
、
2
0
1
7
年（
平

成
29
年
）に
は
15
人
と
再
び
増
加
し
て
い
ま
す
。

基
本
理
念

　
自
殺
対
策
は「
生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
を
減
ら

す
」こ
と
に
加
え
、「
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
　

を
増
や
す
」取
り
組
み
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
て

の
市
民
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
希
望
を
持

て
る
よ
う
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
の
中

で
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
か
け
が
え
の
な

い〝
い
の
ち
〞誰
も
が
生
き
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る

ま
ち
」を
基
本
理
念
と
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

い
の
ち
の
尊
さ
を
理
解
し
、
生
き
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
ら
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

数
値
目
標

　
自
殺
者
数
が
急
増
し
た
1
9
9
8
年（
平
成
10
年
）

以
前
の
数
値
を
目
標
と
し
、
2
0
2
2
年
の
自
殺
死

亡
率
を
2
0
1
7
年（
平
成
29
年
）と
比
べ
て
、
33
・

3
%
の
減
少
と
な
る
11
・
6
%
以
下
と
し
、

2
0
1
7
年（
平
成
29
年
）
の
自
殺
死
亡
者
数
を

2
0
2
2
年
に
は
10
人

以
下
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
規
模

が
小
さ
い
と
自
殺
死

亡
率
は
変
動
率
が
大

き
く
な
り
が
ち
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
前
述

の
数
値
目
標
と
併
せ

て
、
5
年
間
の
平
均

自
殺
死
亡
率
を
数
値

目
標
と
し
ま
す
。

※�

自
殺
死
亡
率
⋮
人
口

10
万
人
あ
た
り
の
死

亡
者
数

そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
果
た
す
べ
き
役
割

　
自
殺
対
策
は
行
政
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
な

く
、
市
民
や
地
域
、
関
係
団
体
・
専
門
機
関
企

業
、
事
業
所
・
経
営
者
、
学
校
な
ど
、
社
会
全
体

で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

�

　「
市
民
と
地
域
」は
、
自
殺
対
策
に
対
す
る
理
解

や
関
心
を
深
め
、
自
分
や
身
近
な
人
の
不
調
に
気

付
い
た
時
に
は
、
早
期
に
、
ま
た
適
切
に
対
処
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
加
入
率
が
高

い
本
市
の
強
み
で
も
あ
る
地
域
の
つ
な
が
り
を
活

か
し
、
支
え
合
い
や
声
掛
け
に
よ
る
自
殺
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

�

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
労
働
・
法
律
分
野
な

目　標 現状値
平成29年（2017年）

目標値
2022年

自殺死亡率
※（�）は自殺者数

17.4
（15人）

11.6以下
（10人以下）

目　標
現状値

平成25年（2013年）～
平成29年（2017年）

目標値
平成30年（2018年）～

2022年

5年間の平均自殺死亡率 20.7 13.9以下
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ど
の「
関
係
団
体
・
専
門
機
関
」は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

内
容
の
特
性
等
に
応
じ
て
、
積
極
的
に
自
殺
対
策
に
関

連
し
う
る
業
務
を
推
進
し
、
相
互
連
携
や
行
政
機
関
と

の
連
絡
体
制
を
強
化
し
、
自
殺
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

�

　「
企
業
・
事
業
所
・
経
営
者
」は
、「
健
康
経
営
」に

努
め
る
こ
と
で
、
従
業
員
の
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
い
き
い
き
と
働
け
る

職
場
環
境
の
改
善
な
ど
、
勤
労
者
の
自
殺
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

�

　「
学
校
」は
、
児
童
・
生
徒
等
の
こ
こ
ろ
と
体
の

健
康
づ
く
り
や
生
き
る
力
を
高
め
る
た
め
の
教
育

を
推
進
す
る
ほ
か
、
教
職
員
の
研
修
等
に
よ
り
、

一
層
児
童
・
生
徒
の
言
動
に
目
を
配
る
と
と
も

に
、
教
職
員
自
身
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
な
ど
に
努

め
、
本
市
の
子
ど
も
の
い
の
ち
を
守
り
ま
す
。

「
行
政
」は
、
市
民
に
身
近
な
存
在
と
し
て
、
相
談
窓

口
の
充
実
や
周
知
、
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、
声
を

掛
け
、
話
を
聴
き
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
、

見
守
る
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
育
成
、
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
な
ど

を
通
し
て
、
包
括
的
に

自
殺
対
策
に
係
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

施策の体系

基
本
理
念
：
か
け
が
え
の
な
い“
い
の
ち
〟 
誰
も
が
生
き
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

【
実
施
主
体
：
〇
市
民
・
地
域
　
〇
関
係
団
体
・
専
門
機
関
　
〇
企
業
・
事
業
所
等
　
〇
学
校
　
〇
市（
行
政
）】

基本方針 基本目標　 基本施策

①��“生きる”喜びを感じら
れる環境をつくります

①��“生きる”喜びを応援します

①�働く世代への支援

②�健康保持への支援

③��子育て家庭への支援

④��生きがいづくりへの支援

②��悩みを抱える人に気付
き、手を差し伸べます

②��こころの健康への理解を
深めます

⑤�情報の提供と発信

⑥��教室、講演会による普及啓発

③��“いのち”に寄り添う人を
育てます

⑦��あらゆる分野におけるゲートキーパーの
養成

⑧��自殺対策を支える方の育成

④��よりよい相談支援体制を
つくります

⑨��相談支援体制の充実

⑩��ハイリスク者の早期発見に向けた取組

⑪�自死遺族へのケア

③��次世代を担う子どもたち
の“いのち”を守ります

⑤��子どもへの支援体制を強
化します

⑫�児童生徒への支援

⑬��児童生徒を支える教職員等への支援

④��かけがえのない“いの
ち”を守る体制をつく
ります

⑥��みんなで守る“いのち”の
ネットワークをつくります

⑭��ネットワークの強化と連携体制の整備

＜基本的な視点＞
〇高齢者への支援　　〇生活困窮者への支援　　〇働く世代への支援

袋
井
市
自
殺
対
策
計
画

の
全
文
、
こ
こ
ろ
の
相

談
窓
口
等
に
つ
い
て
は

こ
ち
ら
か
ら

計画全文

相談窓口等

ゲートキーパー養成講座の様子


